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類選議議議

老
齢
者
医
療
費
な
ど
十
九
議
案
を

可

決

承

認

同

意

9月定例市議会

• 

• 

第
百
二
十
八
回
九
月
定
例
市
議
会
は
、

九
円
十
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま

で
の
六
日
間
と
定
め
、

市
長
提
出
議
案
十
九
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

・

承
認
・
同
意
し

ま

し

た

。

'

ま
た
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
以
は
、
十
月
九
日
で
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
地
万
自
治
法
第
百
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
リ
選
挙
を
行
な
い

ま
し
た
。
(
当
選
者
は
別
ぬ
の
と
お
り
)
請
願
・
陳
情
三
十
二
件
の
っ

ち
、
採
択
十
九
件

・
継
続
審
査
寸
二
件

・
不
係
択
一
件
と
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
他
市
政
に
対
す
る

一
般
質
問
が
行
る
わ
れ
二
十
三
日
に

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

V
昭
和
柑
年
度
大
野
市
一
般
会
計

補
正
予
算

今
回
の
補
正
予
算
は
、
八
千
三
百
九

万
三
千
円
で
総
額
十
五
億
八
千
六
百
八

十
九
万
六
千
円
と
な
り
ま
す
。
お
も
な

も
の
は
、
キ
月
一
日
か
ら
適
用
に
な
り

ま
し
た
七
十
歳
以
上
の
老
歳
者
に
対
し

て
、
医
療
費
扶
助
七
百
二
十
万
円
が
計

上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
農
免
道

路
の
舗
装
二
千
一
百
十
万
六
千
円
、
市

農
協
再
建
整
備
補
助
一
白
九
十
八
万
円

も
ど
が
可
決
に
な
リ
ま
し
た
。
お
も
な

内
容
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

(
歳
入
)

地
方
交
付
税
五
千
七
百
九
十
七
万
円

交
通
安
全
対
策
交
付
金六
十
五
万
五
千
円

分
担
金
及
負
担
金一
百
五
十
八
万
五
千
円

使
用
料
及
手
数
料

八
万
八
千
円

国
庫
支
出
金
八
百
四
十
三
万
八
千
円

県
支
出
金

二
千
四
百
四
万
四
千
円

財
産
収
入

二
十
万
円

寄

付

金

二

百
六
十
四
万
四
千
円

諸
収
h

汀
八
一
千
七
百
九
万

一
千
円
減

市
債
s

，

六
百
万
円

i

(

歳

総
務
費

出
九 )

百

十

万

子
円

過
疎
、
ハ
ス
路
線
補
助
金

二
百
三
十
五
万
四
千
円

広
域
市
町
村
園
協
議
会
負
担
金

五
十
万
円
な
ど

民
生
貴

一
千
九
百
八
万
七
千
円

老
人
医
療
費
扶
助
七

U
二
十
万
円

小
遊
園
地
遊
具
設
置
五
マ
臼
六
十
万
円
な
と

衛
生
賢

三
百
八
十
九
万
二
千
円

甜
持
病
場
道
路
舗
装
工
事

二
百
五
十
万
円
な
と

一
泊
五
十
万
円

労
働
費

農
林
業
費
三
千
二
百
八
十
四
万
六
千
円

農
免
道
路
舗
.装二
千
一
百
十
万
六
千
円

市
農
協
再
建
整
備
補
助

一
百
九
十
八
万
円
な
ど

商
工
費

三
十
五
万
五
千
円

土
木
費

二
千
六
白
七
万
七
千
円

道

路

舗

装

七

百

七

十

万

円

道
路
改
良
三
百
五
十
万
円
な
ど

消

防

貸

四

十
八
万
六
千
円

教
育
費

九
百
九
十
七
万
円

陽
明
中
学
校
建
設
費

五
百
八
十
六
万
二
千
円
な
ど

災
害
復
旧
費

五
十
万
円

繰
上
充
用
金
二
千
八
十
四
万
一
千
円

V
財
政
再
建
計
画
の
変
更
に
つ
い

て建
設
事
業
を
推
進
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
。

V
大
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
件
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補

償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改

正
し
、
締
償
基
礎
額
な
ら
び
に
障
害
補

償
年
金
お
よ
び
遺
族
補
償
年
金
の
額
が

改
善
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

V
大
野
市
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
務
内
容
、
巧
労
の
程
度
に
十
分
報

い
る
こ
と
が
で
き
な
い
実
情
て
あ
る
た

め
、
処
遇
改
善
の
一
環
と
し
て
、
国
の

消
防
表
彰
規
程
の

一
部
を
改
正
し
、

賞

じ
ゅ
つ
金
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に

市
町
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
条
例
準
則
の

一
部
を
改
正
さ
れ
た
の
で
、
市
の
条
例

を
改
正
す
る
。

V
大
野
市
老
齢
者
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例

市
の
老
人
福
祉
施
策
の
一
環
と
し
て

古
同
歳
者
に
対
し
、
診
療
等
の
個
人
負
担

額
に
つ
い

て
公
費
助
成
を
し
、
老
人
の

健
康
保
持
と
適
正
な
医
療
の
確
保
を
図

る
た
め
。

V
大
野
市
重
症
心
身
障
害
児
(
者
)

等
福
祉
手
当
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
(
者
)

福
井
県
重
症
心
身
窓
口
児
(
者
)
等

福
祉
手
当
支
給
事
業
県
費
補
助
金
交
付

要
綱
の
改
正
に
よ
る
支
給
範
囲
が
一
部

拡
大
さ
れ
た
た
め
。

V
大
野
市
一
般
職
の
職
員
の
勤
務

時
間
休
日
お
よ
び
休
暇
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
公
務
員
法
の

一
部
改
正
に
よ
る

無
給
休
暇
の
廃
止
と
勤
務
条
件
の
多
様

化
に
よ
リ
勤
務
を
要
し
な
い
日
(
日
曜

日
)
に
つ
き
、

一
部
変
更
し
た
い
の
で

所
要
の
改
正
を
行
な
う
。

V
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

V
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
市
町
村

圏
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

大
野
、
勝
山
、
和
泉
の
三
市
村
が
広

域
市
町
村
圏
の
指
定
を
受
け
た
の
で
、

大
野

・
勝
山
地
区
広
域
市
町
村
圏
協
議

会
を
設
置
し
た
。

V
町
ま
た
は
字
区
域
の
変
更
に
つ

い
て土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
に
よ
リ
町

ま
た
は
字
区
域
を
変
更
し
、
新
し
い
町

区
域
を
設
置
す
る
。

V
市
営
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に

つ
い
て

上
庄
地
区
農
道
舗
装
事
業
実
施

V
旧
慣
使
用
林
野
の
整
備
に
つ
い

て橋
瓜
、
安
道
同
部
落
の
従
来
よ
り
引

き
続
き
使
用
収
益
し
て
い
る
入
会
地
を

堅
備
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

V
大
野
市
道
路
線
の
認
定
、
変
更

お
よ
び
廃
止
に
つ
い
て

V
大
野
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
必
要
が
な

く
な
っ
た
た
め
。

V
大
野
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
の
北
峰
吟
海
氏
が

任
期
満
了
と
な
っ
た
た
め
。

V
大
野
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
委
員
会
委
員
、
土
田

信
平
氏
が
任
期
満
了
と
な
っ
た
た
め
。



陽
明
中
学
校
新
設
工
事
請
負
契
約

な
ど
四
議
案
可
決

(2) 

8月臨時市議会

第
百
二
十
七
回
臨
時
市
議
会

は
、
八
月
十
七
日
招
集
さ
れ
、

会
期
を
十
七
日
の
一
日
限
り
と

定
め
、
市
長
よ
り
四
議
案
の
提

案
理
由
の
説
明
を
求
め
、
質
疑

討
論
の
の
ち
理
事
者
の
説
明
を

了
と
し
て
原
案
ど
お
り
可
決

い

た
し
ま
し
た
。
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

号7 第野

マ
陽
明
中
学
校
新
設
エ
事
請
負
契
約
に

つ
い
て

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
議
決
を
得
る

マ
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

つ

い
て
(
自
動
車
事
故
三
議
案
)

消
防
車
お
よ
び
救
急
車
の
交
通
事
故

に
対
す
る
損
害
賠
償
金
額
決
定
の
た
め

こ
れ
ら
の
議
案
に
つ
い

て
、
次
の
よ

う
に
質
疑
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

問
、
竣
工
期
限
が
昭
和
四
十
七
年
五
月

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
w

前
回
の
葬
斎

場
の
例
も
あ
り
、
ま
た
こ
の
期
限
ま
で

に
は
冬
季
間
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
竣

工
期
限
に
つ
い
て
十
分
な
配
慮
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。
と
同
時
に
工
事
請
負

契
約
を
厳
守
き
れ
る
よ
う
願
い
し
ま
す
。

答
、
教
育
の
こ
と
に
関
す
る
建
造
物
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
事
が
重
大
で
あ
り
ま

す
。
六
月
一
日
に
は
必
ら
ず
生
徒
を
収

容
で
き
る
よ
、
つ
な
工
事
工
程
計
画
を
作

り
ま
し
て
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

問
、
竣
工
期
限
を
昭
和
四
十
七
年
五
月

三
十
日
に
し
た
理
由
と
、
新
学
期
は
四

月
一
日
か
ら
始
ま
る
の
は
ご
承
知
と
思

い
ま
す
が
、
六
月

一
日
か
ら
生
徒
を
収

大報.d. 
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で
完
了
し
ま
し
た
。
路
屑
補
強
は
四
十

七
年
度
以
降
で
計
画
の
予
定
で
す
。

請
願
十
五
号

市

道

改
良

処
理
済
み

提

出

者

下

据

区
長

請

願

十

号

道

路

舗

装

に

つ

い

て

松

回

甚
五
郎

提
出
者

美
川
町
二
区

昭

和

四

十

七

年

度

で

計

画
予
定
で
す
。

正
島

明

請
願
十
八
号
市
道
の
舗
装

石

灯

臨

時

線

は

都

市

計

画

街

路

で

四

十

七

提

出

者

平

沢

区

長

年
以
降
計
画
。
七
問
よ
り
五
番
ま
で
の

権
守

卓

越
美
北
線
沿
い

の
聞

は

四

十

七

年

以

降

一

部

は

四

十

六
年
度
で
施
行
的
み
で
す
。

で
計
一
問
。
旧
曙
町
よ
り
美
川
町
三
区
ま

残
り
は
四
十
六
年
度
以
降
で
計
画
の
予

で

の

問

は

、

第

喜

二

十

、

固

定

列

会

で

采

尺

し

た

一

部

四

十

六

事

一

巨

二

↓

】

ノ

E
耳
9
4
2寸
4
4
1
y

日間
M
j

請
願
陳
情
の
経
過
、
結
果
報
告

十
七
年
度
以

降
で
計
画
。
木
瓜
川
の
提
防
は
四
十
七

年
度
で
計
画
。
請
願
十
二
号
、
お
掘
の

潰
掃
に
つ
い
て

提
出
者
日
吉
町
二
区
区
長
加
藤
庄
松

掘
さ
く
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
り
、

側
溝
に
つ
い
て
は
九
月
議
会
で
議
決
を

得
ま
し
た
。

請
願
十
四
号

提
出
者

容
す
る
こ
と
は
、

二
ヶ
月
の
差
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
占
…を
考
慮
さ
れ
た
の
か
。

答
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
、
新
学
期
か

ら
生
徒
を
収
容
す
る
の
が
理
想
で
あ
り

ま
す
が
、
補
助
の
関
係
上
、

一
部
四
十

七
年
度
に
繰
越
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で、

や
む
な
く

昭
和
四
十
七
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の

請

願

九

号

橋

の
改
修
に
つ
い
て

提

出

者

春

日

二

丁
目
東
区
区
長

八
巻
春
士
口

路
肩
補
強
と
舗
装

西
据
区
長安

下

省

三

舗
装
工
事
に
つ
い
て
は
、
四
十
六
年
度

の
工
期
に
し
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
後
「
昨
年
か
ら
計
画
の
あ
っ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
も
っ
と
早
〈
設
計

を
し
て
い
た
だ

い
て
、
予
算
の
議
決
と

同
時
に
発
注
の
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
た
だ
き
た
か

っ
た
。
冬
に
は
雪
が
降

る
の
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら

こ
の
よ
う
な
理
由
で
工
事
の
着
工
の
遅

れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
ま
た
工
期
が

遅
れ
な
い
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
L

と

い
う
こ
と
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

• 
定
で
す
。

請
願
十
九
号

提
出
者

市
道
の
舗
装

中
荒
井
三
丁
目
区
長

前
川

勇

昭
和
四
十
七
年
度
以
降
で
計
画
の
予
定

で
す
。

請
願
二
十

一

号

市

道

の
舗
装

提

出

者

下

舌

区

長矢
田

輝
雄

一
部
昭
和
四
十
六
年
度
で
計
画
予
定
で

す。

韻
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の

動

七

月

十

日

南
部
区
画
繋
理
調
査
特
別

委
員
会

南
部
区
画
繋
理
調
査
特
別

委
員
会

北
信
越
市
議
会
議
長
会
雪

害
対
策
品
川
化
特
別
委
員
会

実
行
運
動

(東
京
都
)

十
六
日

十
日

請
願
五
号

市
道
の
舗
装

提
出
者

中
海
川
区
長
中
村

大
作

中
狭
・
中
津
川
・
東
大
月
線
の
部
落
内

の
舗
装
は
四
十
六
年
度
て
施
行
い

た
し

ま
す
。
残
り
の
四
十
七
年
度
以
降
で
計

画
予
定
で
す
。

陳
情
十
三
号
、
酒
米
共
同
選
別
設
置
事

業
の
助
成

市
農
協
組
合
長

本
多

良
三

昭
和
四
十
七

年
三
月
議
会

に
提
案
の
予

定
で
す
。

提
出
者

陳
情
十
六
号

提
出
者

市
道
舗
装

開
発
区
長長
田

昭
彦

昭
和
四
十
六
年
度
で
施
行
予
定
で
す
。

き

二
十
六
日

八

十
七
日

十
九
日

二
十
六
日

二
十
七
日

二
十
八
日

十
日

九
十

日

十
四
日

十
八
日

十
日

十

日

十

日

二
十
三
日

十
日

南
部
い
州
山vv
州ハ川
副
作
判
別

委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
民
会

月四
日

南
部
区
耐
竪
理
調
交
特
別

委
員
会

北
信
越
市
議
会
議
長
会
輸

送
力
強
化
促
進
特
別
委
員

会

(小
浜
市
)

市
議
会
臨
時
会

南
部
区
画
整
理
調
先
特
別

委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

産
業
経
済
常
任
委
員
会
所

管
調
査

大
野

・
和
泉
観
光
対
策
協

議
会

総

会

(

和
泉
村
)

財
政
対
策
特
別
委
員
会

五
日

月
日

北
伝
越
市
議
会
議
長
会
輸

送
力
強
化
促
治
一
特
別
委
員

会
笑
行
巡
動

(
金
沢
市
)

北
伝
越
市
議
会
議
長
会
輸

送
力
強
化
促
進
特
別
委
員

会
笑
行
巡
動
(
名
古
記
市
)

建
設
常
任
委
民
会
所
管
調

査福
井
県
市
議
会
議
長
会
臨

時
総
会

(
大
野
市
)

七
日

十
日

議
会
運
営
委
貝
会

市
議
会
定
例
会
(
第
一

日

本
会
議

(第
二
日
)

建
設
常
任
委
員
会

産
業
経
済
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

本
会
議

(第
三
日
)
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九
月
二
十
日
、
第
百
二
十
八
回
定
例
議
会
の
一
般
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
回
の
一
般
質
問
は
、
大
野
市
農
協
へ
の
利
子
筒
給
、
保
育
所
の
増
設
な
ど
の

問
題
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

保

育

所

を

増

設

す

意

志

が

あ

る

の

か

り

現

在

の
施
設
で

は
不
足
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
施
設
の

拡
大
、
あ
る
い
は
増
設
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
市
長
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す

11 昭和 46.野

問
、
保
育
所
は
児
童
福
祉
法
第
三
十
九

条
の
規
定
に
よ
れ
ば
「
日
々
保
護
者
の

委
託
を
受
け
て
、
保
育
に
欠
け
る
児
童

を
・

.

.

.

.
 」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
き
ょ
う
お
願
い
す
れ
ば
あ
す

に
で
も
頂
か
つ
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
保
護
者
の
条
件

は
、
子
供
の
め
ん
ど
う
が
み
ら
れ
な
い

と
い
う
だ
け
で
足
り
、
収
入
の
多
少
は

条
件
で
な
く
疾
病
は
予
測
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
い
つ
で
も
受
け
い
れ
る
体
制
を

大報会識市

観

光

地

に
国

民

宿

舎

号

問
、
九
頭
竜
ダ
ム
周
辺
を
含
む
観
光
施

設
と
し
て
、
国
民
宿
舎
の
建
設
を
さ
れ

て
は
ど
う
で
す
か
。

こ
れ
は
、
十
月
一

日
か
ら
発
足
し
た
広
域
市
町
村
圏
に
お

い
て
企
画
す
る
意
志
が
あ
る
か
伺
い
ま

計
ヲ
。
答
、
大
野
市
は
優
秀
な
自
然
の
観
光
資

7 

源
を
多
く
も
っ
て
お
リ
ま
す
こ
う
し

た
中
で
、
国
民
宿
舎
を
ど
こ
に
、
ど
う

い
う
か
た
ち
で
設
置
す
れ
ば
よ
い
か
と

い
う
構
想
は
も
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

勝
山
市
・
和
泉
村
と
提
携
い
た
し
ま

し
て
、
広
域
的
な
観
光
開
発
の
中
で
国

民
宿
舎
の
設
置
と
い
う
も
の
を
企
画
し

第(3) 

質

間

る

盤
、
え
る
必
要
が
あ

答
、
た
だ
今
ご
指
摘
の
と
お
り
保
育
所

の
数
は
不
足
し
て
お
り
ま
す
。
現
在

市
の
計
画
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
昭
和

四
十
八
年
度
に
新
し
い
保
育
所
を
建
設

い
た
し
た
い
と
考
、
え
て
お
り
ま
す
。
北

部
土
地
区
画
整
理
の
中
で
土
地
を
確
保

す
る
予
定
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
今
後
、
児
童
の
推
移
を
掌
握
し
て
、

て
ま
い
り
た
い
と

の

建

設

を

考
、
え
て
い
ま
す
。

た
だ
従
来
の
国
民
宿
合
の
建
設
に
つ
き

ま
し
て
は
県
内
に
も
あ
リ
ま
す
が
、
こ

の
運
営
と
な
り
ま
す
と
採
算
が
困
難
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
問
題
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
慮
に

入
れ
て
逮
設
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

北
部
の
み
な
ら
ず
、
南
部
の
方
に
お
き

ま
し
で
も
新
た
に
増
設
す
る
と
い
う
長

期
的
な
展
望
に
た

っ
て
計
画
を
進
め
て

お
り
ま
す
ν

ま
た
合
せ
て
、
私
立
保
育

所
へ
も
阿
佐
助
を
拡
大
し
て
、
埼
設
す
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
特
に
企
業
内
の
保
育
所
も
企

業
自
身
の
手
に
よ
っ
て
、
意
欲
的
に
行

な
え
る
よ
う
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

宝

慶

寺

橋

本

家

住

保

存

方

法

は

問、

今
回
議
案
第
七
十
九
号
に
よ
り
提

案
さ
れ
て
い
る
。
{玉由度
ヰ寸
僑
本
家
住
白一色

の
将
来
の
管
理
に
つ
い
て
、
現
在
地
か

ら
市
街
地

へ
移
動
す
る
よ
う
聞
い

て
お

リ
ま
す
。
し
か

v

な
が
ら
、
過
疎
地
で

廃
村
に
な

っ
J

民
家
跡
と
と
も
に
、
宝

慶
寺
の
伝
統
と
美
し

い
自
然
と
歴
史
あ

る
僑
本
家
の
ふ
れ
あ

い
が
貴
重
で
、
史

跡
あ
り
、
文
化
財
あ
り
、
自
然
美
あ
り

の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
で
あ
る
の
で
、

現
在
地
の
ま
ま
保
在
し
た
方
が
よ
い
と

思
う
が
、
市
長
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

大

野

市

農

協

へ

の

生

じ
た
訳
で
す
ο

利

子

補

給

に

つ

い

て

し
か
し
な
が
ら
、

問
、
大
野
市
農
協

へ
今
回
市
が
利
子
補

法

律

上

か
ら
は
市
は
何
ら
負
伊
す
る
義

給
を
さ
れ
る
考
え
万
に
つ
い
て
質
問

い

務

は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
柄
は
大
野
市

た
し
ま
す
。
な
ぜ
市
は
大
野
市
農
協
へ
内
の
農
協
の
こ
と
で
す
か
ら
、
閣
の
扱

利
子
補
給
を
す
る
よ
う
に
考
え
た
の
で
助
を
要
請
す
る
に
し
て
も
、
県
に
要
請

す
か
。
例
、
え
ば
、
米
は
国
民
の
主
食
で
す
る
に
し
て
も
、
市
は
全
然
関
係
な
し

あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
対
す
る
農
協
は
大
と
い
、
つ
態
度
を
と
っ
て
い
れ
ば
、
国

事
で
あ
る
。
さ
ら
に
農
協
の
管
理
は
県
県
に
援
助
を
求
め
る
の
に
進
み
に
く
い

で
あ
る
か
ら
、
県
と
農
協
の
関
係
な
ど
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
農
協
は

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
と
思
い
ま
組
合
員
が
す
べ
て
の
責
任
を
も
た
な
け

す
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
利
子
補
給
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
し
か
し
な

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
確
認
を
い
が
ら
農
協
は
実
際
は
非
常
に
公
共
的
な

た
し
た
い
。

仕
事
を
受
け
も
っ
て
お
り
、
市
の
農
業

答
、
本
来
農
協
の
監
督
権
は
、

知

事

ま

行

政

の
上
か
ら
も
今
ま
で
の
状
態
で
は

た
は
農
林
大
臣
に
あ
る
も
の
で
す
。
し
支
障
を
き
た
す
と
い
う
こ
と
が
起
り
ま

か
し
農
協
が
あ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
リ
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
が
援

ま
し
た
の
で
、
収
拾
が
つ
い
た
段
階
で
助
を
す
る
こ
と
も
適
当
と
の
判
断
で
進

何
ら
か
の
財
政
的
後
助
を
す
る
必
要
が
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

統

合

中

学

校

へ

の

る
と
考
、
え
ま
す
。

生

徒

収

容

方

法

は

生

徒

収

容
に
つ
い

問
、
統
合
さ
れ
ま
し
た
中
学
校
に
お
い

一

て
は
、
教
育
面
と
管
理
面
か
ら
考
慮
さ

て
、
陽
明
中
学
校
、
開
成
中
学
校
の
生

一

れ
勇
気
を
も
っ
て
委
員
会
的
方
針
を
確

徒
収
容
方
法
で
、
教
育
委
員
会
の
方
針
一
立
さ
せ
、
父
兄
生
徒
の
動
揺
を
取
り
除

に
一
貫
性
が
や
や
む
す
る
と
欠
け
て
い
一
〈
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
委
長
会
の

方
針
を
伺
い
ま
す
。

答
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
文
部
省

へ

行
き
検
討
し
た
結
果
、
当
初
計
画
ど
お

り
行
な
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

(⑪、

当
初
計
画
と
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月

に
入
学
す
る
生
徒
の
み
を
収
容
す
る
。

宅

の

答

、

柄

本
家
の
維

ど

う

す

る

持
管
埋
は
税
約
地

で
す
る
方
が
よ
い
と
い
う

ご
芯
凡
で
す

が
、
た
だ
わ
た
く
し
ど
も
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
僑
本
家
が
宝
度
中
寸
寸
に
あ
り
、

観
光
対
策
の

一
環
と
し
て
保
存
で
き
る

な
ら
ば
結
構
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
積
雪
地
帯
で
あ
り
、
ま
た
過
疎

地
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
果
た
し
て
主

慶
寺
に
お
い

て
維
持
管
理
が
で
き
る
か

と
い
う
点
を
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

ご

承
知
の
よ
う
に
大
変
士
口
い
も
の
で
あ
る

関
係
上
、
市
街
地
め
適
当
な
と
こ
ろ
へ

移
転
し
て
管
剛
枕
し
た
な
ら
ば
、
永
久
的

に
ま
た
管
燃
が
容
易
に
で
き
る
と
考
え

ま
寸
。
今
後
、
文
部
省
あ
る
い
は
県
と

も
じ
?
っ
ぷ
ん
相
談
を
し
て
、
今
後
ど

の
位
置
で
管
尽
を
し
て
い
く
か
具
体
的

に
決
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

十
ヲ
。

問、

大
野
市
農
協
へ
利
子
補
給
を
す
る

こ
と
に
は
何
ら
異
議
は
申
し
ま
せ
ん
が
、

農
協
に
類
す
る
団
体
が
ま
た
同
じ
よ
、
7

な
赤
字
を
出
し
た
な
ら
ば
、
大
野
市
は

農
協
に
し
た
よ
う
な
措
置
を
と
る
か
ど

う
か
お
尋
ね
い
た
し
た
い
。

答、

農
協
以
外
の
団
体
が
、
今
後
質
問

さ
れ
た
よ
う
な
事
が
起
っ
た
場
合
は
、

側
々
の
実
情
に
応
じ
ま
し
て
、
み
な
さ

ん
と
ご
相
談
の
上
、
措
置
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
起
っ
た
時
は

こ
う
し
ま
す
と
い
う
こ
と
は
今
の
段
階

で
は
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
の

一
年
生
、

二
年
生
は
、
そ
の
ま

ま
の
学
校
で
進
級
し
て
ゆ
く
と
い
う
こ

と
で
す
。
)
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九
月
定
例
会
の
各
委
員
会
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

;tk 
1兄

第

企
総
務
委
員
会

里予

付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
八

件

は

い

ず
れ
も
理
事
者
の
設
明
を
了
と
し
て
、

原
案
を
可
決
・
承
認
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
陳
情
・
請
願
で
あ
り
ま
す
が
、
陳

情
二
十
号
、
尤
共
有
地
の
払
い
下
げ
に

つ
い
て
、
議
願
十
一
号
、
伴
畑
山
用
水
補

償
に
つ
い
て
の
二
件
は
、
実
情
調
査
し

て
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
の
で
継
続
審

査
と
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
理
事
者

に
対
し
て
、
学
校
の
屯
気
配
線
を
査
察

し
て
安
全
線
保
に
努
め
、
消
火
拾
の
点

検
を
定
期
的
に
行
な
い
万
に
一
つ
の
場

合
に
万
全
の
体
制
が
と
れ
る
よ
う
、
ま

た
広
域
消
火
体
制
の
縫
い
止
を
図
る
よ
う

強
く
要
請
い
た
し
ま
し
た
。

大報会議市

企
産
業
経
済
委
員
会

l 

当
委
員
会
の
審
奈
結
果
を
報
告
い
た

し
ま
す
。
議
案
四
件
は
い
ず
れ
も
理
事

者
の
説
明
を
了
と
し
て
原
楽
を
可
と
い

た
し
ま
し
た
。
次
に
、
陳
情

・
請
願
で

あ
り
ま
す
が
、
請
願
三
十
二
号
、
三
十

三
号
、
陳
約
二
十
八
号
の
三
件
は
係
択

い
た
し
ま
し
た
。
請
願
十
三
号
、

二
十

四
号
の
二
件
は
、
継
続
審
査
と
わ
た
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
請
願
二
ト
八
号
、

繊
維
労
務
協
議
会
か
ら
の
若
年
労
働
者

確
保
に
つ
い
て
は
、
現
在
結
成
さ
れ
て

い
る
大
野
市
労
務
対
策
協
議
会
の
中
で

繊
維
部
会
の
機
備
を
拡
充
の
上
、
推
進

す
べ
き
も
の
と
f
fえ
ま
す
。
な
お
、
審

査
中
特
に
問
題
と
な
っ
た
点
を
の
べ
ま

11 昭和 46.

す
と
、
今
回
予
定
さ
れ
て
い
る
農
免
道

路
の
舗
装
に
つ
い
て
、
地
元
に
負
初
願

う
率
は
、
従
来
の
市
道
と
関
連
も
あ
る

の
で
地
元
市
民
に

一
部
お
願
い
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
率
は
市
負
初
分
の
六

・

五
パ
ー
セ
ン
ト
位
度
が
適
当
と
忠
わ
れ

ま
す
。
ま
た
市
単
林
道
建
設
費
に
つ
い

て
、
部
落
内
の
林
道
は
、
市
半
訓
、
地

元
五
割
の
率
で
は
あ
ま
り
に
も
地
元
住

民
に
対
し
て
過
重
で
あ
る
の
で
、
今
後

十
巾
道
負
M
W
な
み
に
引
き
下
げ
る
よ
う
要

請
い
た
し
ま
し
た
。

企
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
四
件
は
、
い

ず
れ
も
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
次
に
陳

情

・
請
願
の
帯
査
結
来
は
、
議
願
二
十

三
号
、
清
滝
地
係
舗
装
ほ
か
三
件
、
陳

情
十
七
号
、
開
成
中
学
南
側
舗
装
ほ
か

五
件
、
お
よ
び
六
月
定
例
会
継
続
分
と

-v--A
・V
・-A
・V-tav--AV--&'Lt-vgha--

陳

情

・

請

願

九
月
定
例
会
に
出
き
れ
た
陳
情
・

請

願
の
結
巣
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ー
採
択
さ
れ
た
も
の
l

マ
市
道
舗
装
に
つ
い
て

(
消
滝
田
中
惣
七
ほ
か
十
名
)

マ
市
道
編
入
に
つ
い
て

(
塚
原
区
長
雨
塚
忠
夫
ほ
か
七

名
)

マ
上
庄
小
プ

l
ル
新
設
に
つ

い
て

(
上
庄
地
区
区
長
会
長
締
本
祝

男
ほ
か
六
名
)

マ
市
道
舗
装
に
つ
い
て

(
月
美
町
区

長

国

中

百
十
三
名
)

マ
市
道
舗
装
に
つ
い
て

(小
黒
見
区
長

小
野

昇
ほ
か

忠
治
郎

し
て
請
願
二
件
、
隙
悦
二
件
の
十
四
件

は
採
択
い
た
し
ま
し
た
。
請
願
二
十
九

号
、
阿
邸
組
領
家
地
係
の
舗
装
ほ
か
三

件
、
陳
情
二
十
二
号
、
聞
の
丸
川
改
良

ほ
か
一
件
に
つ
い
て
は
税
地
調
食
の
必

要
が
あ
リ
ま
す
か
り
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。
ま
た
請
願
三
十
五
号
、
荒
土
通

り
融
雪
工
事
に
つ
い
て
は
不
抹
択
と
決

し
ま
し
た
。

A
教
育
民
生
委
員
会

付
託
さ
れ
ま
し
た
楽
件
の
務
盆
結
果

に
つ
い
て
、
三
談
祭
は
原
案
ど
お
リ
可

決
い
た
し
ま
し
た
。
次
に
陳
情

・
請
願

で
す
が
、
請
願
二
十
八
け
方
、

上
庄
小
学

校
プ
ル
建
設
に
つ
い
て
、
請
願
三
十

四
号
、
六
呂
附
保
育
所
従
話
加
市
川
副
願
い

の
二
件
は
採
択
い
た
し
ま
し
た
。

陳
情
二
十
四
号
、
弘
立
幼
稚
附
の
助
成

と
調
盤
機
関
の
設
置
願
い
、
陳
情
二
十

ほ
か
十
二
名
)

マ
林
道
補
修
と
舗
装
に
つ
い
て

(
六
呂
師
区
長
田
原
哲
也
ほ

か
四
名
)

マ
観
光
案
内
所
建
設
資
金
の
補
助
に
つ

い
ィ
ー、(
南
六
呂
帥
区
長
田
原
哲
也
ほ

か
三
名
)

マ
電
話
架
設
促
進
に
つ
い
て

(
保
護
者
会
長
稲
津
克
巳
は
か

二
名
)

マ
市
道
舗
装
に
つ
い
て

(
開
成
中
学
P
T
A会
長

土
地
)

マ
河
川
の
波
諜
に
つ
い
て

(
春
日
二
丁
目
斉
藤

十
名
)

マ
市
道
舗
装
願
い

(春
日
野
区
長

四
方

い
じ
」
ヰ
」
。
通

'キ
ι
J
U
¥
刀

松
尾
松
栄
ほ
か

a
ハ
サ
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
援
助
願
い

の
二
件
は
、
陳
情
の
趣
旨
は
わ
か
り
ま

す
が
、
な
瓦
検
討
を
要
す
る
わ
で
継
続

審
査
と
し
ま
し
た
。
ま
た
審
議
過
料
で

論
議
さ
れ
た
点
は
、
児
童
遊
園
地
の
遊

具
管
理
で
あ
り
ま
す
が
、
市
が
備
口
聞
と

し
て
購
入
し
地
元
に
与
、
え
て
お
り
ま
す

こ
の
備
品
管
理
に
問
題
が
あ
リ
ま
す
の

で
、
今
後
設
置
地
区
に
対
す
る
行
政
指

導
は
も
ち
ろ
ん
、
補
修
に
つ
い

て
も
前

向
き
で
検
討
し
て
い
く
よ
う
要
請
い
た

し
ま
し
た
。
次
に
、
簡
易
水
道
の
管
理

で
あ
リ
ま
す
が
、
先
般
の
西
高
回
簡
易

水
道
の
汚
水
問
題
も
あ
リ
、
保
健
衛
生

上
京
大
な
こ
と
な
の
で
、
管
理
上
人
員

不
足
は
わ
か
り
ま
す
が
、
簡
易
水
道
設

置
が
増
加
し
て
い
る
今
日
、
技
術
者
の

確
保
に

つ
と
め
る
な
ど
、
理
事
者
に
お

い
て
善
処
さ
れ
る
よ
う
要
裂
い
た
し
ま

し
た
。三

十
名
)

γ
河
床
コ
ン
ク
リ
ー
ト
術
修
に
つ
い
て

(
錦
町

一
区

長

明

珍

清

ほ

か

六
十
四
名
)

マ
下
水
辺
の
改
良
に
つ
い
て

(春
日
三
丁
目
広
瀬
庄
太
郎
)

マ
市
道
舗
装
に
つ
い
て

(有
明
町
区
長
中
山
五
代
松
ほ

か
二
十
二
名
)

マ
若
年
労
働
者
擁
保
に
つ
い
て

(
市
繊
維
労
務
協
議
会
代
表

原
直
二
)

・
・
前
回
継
続
分

マ
市
道
編
入
願
い

(松
丸
区
長

六
名
)

マ
市
道
認
定
願
い

(
平
沢
区
長

名
)

斉
一
戸
義
男
ほ
か
十

権
守

卓
ほ
か
六 石

安野南山
上 中部回

正

一

清
一
治
郎
兵
衛

義
雄

マ
道
路
舗
装
に
つ
い
て

(.F
州
叩
肝
区
長
細
川

十
カ
名
)

マ
水
路
改
修
に
つ
い
て

(
城
町
区
長
鈴
木
明
太
ほ
か

九
十
六
名
)
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北
峰
吟
海
氏
再
選
に
同
意

教
育
委
員
会
委
員
、
北
峰
吟
海
氏
は

十
月

一
日
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
後
任
と
し
て
市
長
よ
り
再

任
い
た
し
た
い
と
の
議
察
が
上
程
に
な

り
ま
し
た
の
で
同
意
し
ま
し
た
。

大
野
市
牛
ヶ
原
第
三
号
九
十
番
地

明
治
四
十
年
三
月
三
十
日
生

北

崎

吟

海

道
関
文
氏
選
任
に
同
意

大
野
市
岡
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
、
土
団
信
平
氏
は
十
月
五
日
で
任

期
満
了
と
な
リ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後

任
と
し
て
道
関
文
氏
を
選
任
し
た
い
と

の
議
案
が
上
位
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

同
意
し
ま
し
た
。

大
野
市
泉
町
十
四
番
三
十
七
号

明
治
三
十
七
年
十

一
月
二
十
五
日
生

道

関

文

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
決
ま
る

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
任
期

は
、
十
月
九
日
で
満
了
と
な
っ
た
た
め
、

地
方
自
治
法
第
百
八
十
二
条
の
規
定
に

よ
り
選
挙
を
行
な

っ
た
結
果
、
次
の
方

々
が
当
選
い

た
し
ま
し
た
。

①
選
挙
管
理
委
員

(敬
称
略
)

日

吉

町

坪

田

笠

士

ロ

菖

蒲

池

宮

沢

西

兵

衛

下

舌

安

川

金
弥

上

麻

生

島

松

山

勘
右
ェ
門

①
補
充
員

一
、
五
条
方

二

、

中

丁

三

、

伏

石

四
、
日
吉
町

勉
は
か


